
高知大学・教育研究部総合科学系地域協働教育学部門・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１６４０１

基盤研究(C)（一般）

2023～2020

明治期から高度成長期における日本野球界の体罰・しごき・上下関係の実証的研究

An empirical study on corporal punishment, hazing and hierarchy in Japanese 
baseball world from Meiji to High economic growth period

１０７１２２８４研究者番号：

中村　哲也（NAKAMURA, Tetsuya）

研究期間：

２０Ｋ１１３０８

年 月 日現在  ６   ５ ３１

円     3,400,000

研究成果の概要（和文）：明治期から現代まで、野球を中心とした日本スポーツ界において、体罰やしごき、上
下関係等の実態とその変化、それが発生・拡大・激化生するようになった構造的要因について、歴史学的手法に
基づいた実証的な研究を行った。上記の課題を解明するため、選手の自伝・回想録や、高校（旧制中等学校）・
大学の野球部史・学校史、社会人・プロ野球チームの球団史などの史料を網羅的に収集・分析した。
その結果、日本スポーツ界の体罰は、学校を中心にした運動部の組織化とそれを基盤とした大規模な大会の成
立、スポーツによる進学・就職、競技人口の拡大、競技レベルの上昇等の構造的な要因によって発生・拡大した
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We conducted empirical research based on historical methods on the actual 
conditions and changes of violence, discipline, hierarchical relationships, and the structural 
factors that led to their occurrence, expansion, and intensification in Japanese sports, 
particularly baseball, from the Meiji era to the present day. In order to elucidate the above 
issues, we comprehensively collected and analyzed historical documents such as autobiographies and 
memoirs of players, histories of high school (former secondary school) and university baseball clubs
 and schools, and team histories of non-professional and professional baseball teams.
As a result, it was clarified that violence　in Japanese sports occurred and expanded due to 
structural factors such as the organization of school-based athletic clubs and the establishment of 
large-scale tournaments based on these clubs, the expansion of the population of players, and 
employment through sports, and the increase in the level of competition.

研究分野： スポーツ史

キーワード： 体罰　しごき　上下関係　野球　体育会系就職　スポーツ史　体育史　スポーツ社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、日本スポーツ界の体罰・しごき等の実態やその歴史的変化、およびそれらが発生する要因となっ
ている日本スポーツ界の構造的問題点を明らかにするとともに、それらを軽減・根絶するために、1校から複数
チームの大会出場、合宿所の廃止・環境整備、選手の移籍しやすい環境・ルール作り等の対策が有効なことを指
摘した。
2023年12月、本研究の成果をまとめて『体罰と日本野球　歴史からの検証』（岩波書店）を刊行すると、多くの
新聞・雑誌で書評やインタビュー記事が掲載されたり、ラジオ番組に取り上げられたりするなど、多くの反響を
呼んだ。また、第33回高知出版学術賞にも選ばれるなど、社会的注目を集めた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
日本のスポーツ界において、体罰やしごき、厳格な上下関係がどのように発生し、拡大してき

たのかという問題は、長年にわたり議論の対象となってきた。特に、2012 年末に発生した桜宮
高校バスケットボール部事件以後、日本スポーツ界における体罰問題は、一般社会も含めて強く
関心を持たれるテーマになっている。 
しかし一方で、日本スポーツ界の体罰問題に対する実証研究は不足しており、体罰の実態とそ

の変化、体罰が発生・拡大する要因等について、具体的に明らかになっているとはいいがたい状
況がある。このような背景のもと、本研究は日本野球界を中心に、体罰・しごき・上下関係の発
生・拡大の要因とその影響を歴史的かつ構造的に解明することを目指して研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、日本野球界における体罰・しごき・上下関係の実態と、その発生・拡大に寄

与した構造的要因を歴史学的視点から実証的に解明することである。これにより、現代の日本ス
ポーツ界が抱える問題を根絶するための政策提言の基盤となる知見を提供することを目指す。
具体的には、以下の課題に取り組む。 
① 体罰・しごきの実態の解明：どのような状況で体罰やしごきが行われていたのか、その具体

的な実態を明らかにする。 
② 部・チームの上下関係と活動実態の分析：体罰やしごきがどのような組織構造や活動形態の

もとで発生・拡大したのかを分析する。 
③ 野球界の状況変化とその要因：野球界全体の変化と、それをもたらした社会的・政策的背景

を探る。 
これにより、日本スポーツ界の体罰・しごき・上下関係の問題を歴史的・構造的に解明し、こ

れらの問題の根絶に向けた具体的な方策を提案することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、以下の方法を用いて進められる。 

 
① 史資料の収集と読解：明治中期から高度成長期にかけての野球関連の史資料（記念誌、回想

録、新聞記事など）を収集し、詳細に分析する。これにより、各時期の体罰・しごき・上下
関係の実態を具体的に把握する。 

② 時期区分による分析： 
1）前史（1890-1910 年代）：体罰やしごきの萌芽期。 
2）発生期（1920-40 年代）：体罰やしごきが顕在化し始めた時期。 
3）拡大期（1950-70 年代）：これらの問題が広範囲に拡大した時期。 
③多層的視角の導入：体罰・しごき・上下関係を、①個人レベル、②組織レベル、③社会・政策 
レベルの相互作用として捉え、各レベルでの要因とその連関を分析する。 
④国際比較：日本の事例を国際的な文脈に位置付けるため、他国のスポーツ界（例：韓国、イギ
リス）の体罰・暴力問題に関する対策や事例と比較する。これにより、日本の問題をグローバル
な視点から再評価し、普遍的な解決策を模索する。 
本研究を通じて、日本スポーツ界における体罰やしごきの歴史的実態と構造的背景を明らかに
し、現代のスポーツ界が直面する問題への具体的な解決策を提供することを目指した。 
 
４．研究成果 
 
1）明治期の野球部員たちは、自主的に規則違反者に制裁を加えたり、試合で乱闘を起こすこと
があったが、先輩・後輩の厳しい上下関係はなく、選手自治による運営がなされていた。彼らは
学校のプライドをかけて対外試合に挑んではいたが、学業も重要だったことに加えて、野球によ
る進学・就職等のシステムが存在していなかったため、部内での体罰は行われていなかった。 
 
2）体罰が野球界で発生するようになったのは、全国中等学校優勝野球大会や東京六大学リーグ
戦が創設され、競技レベルが高まった 1920 年代以降であった。その要因となったのは、メディ
アの報道による社会的関心の高まり、野球の実力に基づいた進学・就職、プロ野球の創設等の社
会環境が整備されるなかで、野球部内では監督主導で厳しい練習や試合が行われるようになり、
試合での勝利を目指して監督が選手に体罰を加えたり、部内の規律維持を目的にして上級生が
下級生に体罰を加えるようになった。 
 



3）戦後から高度成長期にかけて、高校・大学野球部内の体罰はさらに激化・拡大した。これは
野球ブーム、ベビーブームによる競技人口の増加、高度経済成長による進学率の上昇、私大の大
規模化に伴う部員数の増加が主な要因であった。新入部員たちは上級生の練習手伝いや基礎練
習に従事し、体罰に耐えられない者は退部に追い込まれた。体罰は上下関係や部の規律を維持し、
実力に劣る部員を自発的に退部させる手段として利用された。その意味で、野球部をはじめとし
た運動部内での体罰は、効率的に部の秩序を維持し、強化することを目的にして歴史的に形成さ
れたマネジメント方法であった。 
 
4）日本スポーツ界において、体罰が発生した要因として、旧日本軍の影響が強調されてきた。
しかし、本研究により戦時中に軍隊生活を経験した指導者が復帰後に体罰を行使した事例はあ
るものの、部内での体罰は戦前から存在していたことを明らかにした。 
 
5）2010 年代以降も日本スポーツ界では体罰が続いているが、近年は指導者による体罰の割合が
増加する一方で、選手間の体罰（上級生から下級生への体罰）は急速に減少していることを明ら
かにした。少子化に伴う競技人口の減少により、選手間の競争が緩和されてきたことがその要因
となっているものと思われる。 
 
6）スポーツ界での体罰をなくすためには、１チームの選手数の適正化、大会で複数チームの出
場の容認、寮・合宿所の廃止・環境の改善、部員・選手が移籍しやすいルール作りなどの施策が
有効あることを指摘した。 
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